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しろ うま だけ 

乗
鞍
登
山
道
「
太
郎
之
助
み
ち
」

行
者
「
常
全
」
の
功
績

　

高
山
市
内
か
ら
眺
め
る
北
ア
ル
プ
ス
の
最
南

端
に
位
置
す
る
乗
鞍
岳
の
広
大
な
山
裾
に
広
が

る
森
林
帯
が
青
屋
国
有
林
で
す
。

　

青
屋
国
有
林
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
西
に
走
る
尾

根
に
は
、
池
塘
が
点
在
す
る
高
層
湿
原
「
千

町
ヶ
原
」
を
経
由
し
、
乗
鞍
岳
へ
一
本
の
「
乗

鞍
青
屋
登
山
道
」
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
登
山
道
、
明
治
二
十
八
年
大
道
教
の
行

者
「
常
全
」（
往
時
二
十
二
歳
）
が
、
約
二
〇

㌔
の
道
程
を
独
力
で
四
十
年
を
費
や
し
て
開
設

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
沿
い
に
は
信

者
等
の
寄
進
に
よ
り
八
十
八
箇
所
に
二
体
ず
つ

石
仏
が
安
置
さ
れ
、
道
標
を
兼
ね
登
山
者
の
安

全
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

「
太
郎
之
助
み
ち
」
と
し
て
復
活

　

常
全
が
開
設
し
た
「
乗
鞍
青
屋
登
山
道
」
も

手
入
れ
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
い
つ
し
か

廃
道
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
年
頃
か
ら
十
年
程
か
け
旧
朝
日
村
と

岐
阜
県
は
、
青
屋
口
か
ら
千
町
ヶ
原
ま
で
の

コ
ー
ス
を
「
太
郎
之
助
み
ち
」
と
し
て
復
活
さ

せ
、
奥
千
町
ヶ
原
に
避
難
小
屋
も
建
設
し
コ
ー

ス
全
般
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
た
石
仏
の
見

あ
た
ら
な
い
箇
所
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
復

活
乗
鞍
青
屋
登
山
道
八
十
八
作
戦
」
と
銘
打

ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
不
明
と

な
っ
て
い
た
石
仏
を
探
し
出
し
、
当
時
の
登
山

道
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

��

こ
の
道
、
登
り
始
め
は
傾
斜
も
き
つ
い
コ
ー

ス
と
な
り
ま
す
が
、
サ
ワ
ラ
・
ヒ
メ
コ
マ
ツ
・

ミ
ズ
ナ
ラ
の
天
然
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
日
射
し
も
遮
ら
れ
辛
さ
も
和
ら
ぎ
ま
す
。

や
が
て
最
初
の
石
仏
に
辿
り
着
き
大
休
止
、
石

仏
に
は
寄
進
者
の
名
前
も
刻
み
込
ま
れ
て
お
り

常
全
の
遺
徳
も
忍
ば
れ
ま
す
。
汗
も
収
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
次
の
石
仏
へ
、
こ
れ
か
ら
先
は
登
り

も
緩
や
か
に
な
り
モ
ミ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
森
林

帯
を
抜
け
標
高
二
、二
〇
〇
〜
二
、三
〇
〇
㍍
の

千
町
ヶ
原
、
奥
千
町
ヶ
原
へ
と
続
き
ま
す
。

　

千
町
ヶ
原
か
ら
奥
千
町
ヶ
原
に
か
け
て
は

間
近
に
そ
び
え
る
乗
鞍
岳
や
北
ア
ル
プ
ス
の

峰
々
、
石
仏
そ
し
て
池
塘
や
湿
原
植
物
も
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
青
屋
集
落
か
ら
の
日
帰
り
登
山

で
は
こ
こ
ま
で
が
精
一
杯
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

乗
鞍
岳
に
は
「
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
が
開

通
し
て
お
り
ま
す
が
、
先
人
た
ち
が
開
き
そ
の

な
ご
り
の
残
る
「
太
郎
之
助
み
ち
」、
体
力
作

り
と
癒
し
を
兼
ね
た
趣
あ
る
登
山
道
で
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

○�

公
共
交
通
機
関
は
朝
日
町
中
心
部
ま
で
、
あ

と
自
家
用
車
等
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

○�

高
山
市
内
か
ら
は
、
青
屋
九
蔵
集
落
ま
で

二
十
四
㌔（
車
で
四
十
分
）、
九
蔵
集
落
か

ら
登
山
口
ま
で
は
林
道
を
徒
歩
で
三
㌔（
約

一
時
間
）、
登
山
口
か
ら
奥
千
町
ヶ
原
避

難
小
屋
ま
で
は
八
㌔（
約
六
・五
時
間
）、
奥

千
町
ヶ
原
避
難
小
屋
か
ら
乗
鞍
岳
ま
で
は

四・五
㌔（
約
三
時
間
）

奥千町ヶ原から望む乗鞍岳

避難小屋が整備された奥千町ヶ原 登山道脇の石仏群 奥千町ケ原の池塘


